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	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
本研究はアルミニウム材の代表的な成形方法である押出し加工において，切削切りくず等のスクラップ材から再溶解を伴わずに直接押出し加工する“ダイレクトリサイクル”法の開発と実用化に向けたメカニズム解明に取り組むことを目的として，”擬似ポートホールダイ”と呼ばれる申請者独自のダイ構造を適用し，大きなせん断変形を付与する金型構造をAlスクラップの押出し加工に適用し，切りくずの加工中の密着度を高める．これにより，地球規模で脱炭素化に貢献するAlリサイクルの革新的技術確立を学術的論拠から支える研究を推進する．
A6063合金材の旋削加工，フライス加工，ドリル加工からそれぞれ異なる形状のチップ材を採取し，圧縮試験機からチップ材の固化成形体（チップ材ビレット）を作製し，各密度やチップ形状，擬似ポートホールダイでのポート長さの影響について，実験を行った．
研究成果として，チップビレットの密度がAl本来の密度に近いほど表面欠陥を抑制した．加えて，チップ材の大きさが大きいほど，もしくはポート長さが長いほど表面欠陥を抑制し，内部欠陥を緻密化させた．チップビレット内部のビレット時の内部空孔の緻密化および成形中の強いせん断変形は，Alチップ材の密着に寄与し，表面および内部欠陥の抑制を実現した．

【今後の展望】
加工温度や加工速度などの押出し条件，丸棒，H型材などの製品形状が表面および内部状態などのチップ材押出し性影響を調査する．加えて，シミュレーションや押残り材の結晶およびチップ材の状況などの内部状況の調査を行い，チップ材の密着メカニズムの解明を行う．

【具体的な成果】
　●論文
　●学会発表
　●国際会議発表　
Srichana, S., Funazuka, T., Urakawa, T., Shiratori, T., Oguma, N., Mahayotsanun, N. & Dohda, K., 2025, 28th International ESAFORM Conference on Material Forming, ESAFORM 2025. Carlone, P., Filice, L. & Umbrello, D. (eds.). Association of American Publishers, p. 707-714 8 p. (Materials Research Proceedings; vol. 54).
　●招待講演
　●受賞
　●獲得外部資金　　　など。
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